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平
成
叩
年
度
の
一
般
会
計
と

5
つ
の
特
別
会
計
、
事
業
会

計
の
決
算
は
、

9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
ぬ
億
2
，

4
2
6
万

円
、
歳
出
総
額
幻
億
4
，

4
4
8
万
円
と
芯
り
ま
し
た
。
平

成

9
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
歳
入
が

1
%
、
歳
出
が

0
・
4
%
と
ど
ち
ら
も
僅
か
な
伸
び
に
止
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
男

て
み
ま
し
ょ
う
。
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前
年
度
と
比
較
す
る
と

l
，

9
4
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
総
務
費
は
、

7
・
2
%
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
赤
坂

田
地
造
成
負
担
金
分
が
減
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

土
木
費
も
前
年
度
と
比
べ
る
と

位
・

1
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
が

こ
れ
は
、
道
路
改
修
工
事
に
伴
、
っ

民
間
か
ら
の
受
託
事
業
完
了
に
伴

う
も
の
で
す
。

ま
た
、
増
え
た
も
の
と
し
て
は

農
林
水
産
業
費
が
、

1
・
5
%
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
地
域
開

9 

一般会計の推移(歳出)
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10 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
3，

6
0
9
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た。
村
税
は
、
歳
入
全
体
の
口
・

7
%
を
占
め
て
お
り
、
地
方
交
付

税
以
外
で
は
、
中
心
的
な
財
源
で

す
。
前
年
に
比
べ
て
、

I
，
7
3

3
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
国
定
資
産
税
及
び
た
ば
こ
税

は
伸
び
た
も
の
の
村
民
税
の
減
に

よ
る
も
の
で
す
。

県
支
出
金
も
前
年
に
比
べ
て
、

3
，
7
2
4
万
円
、
9
・

1
%
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福

島
空
港
整
備
関
連
事
業
補
助
金
等

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
の

特
に
大
幅
に
増
え
た
も
の
は
、

国
庫
支
出
金
で
す
。
前
年
に
比
べ

て
1
5
7
・
5
%
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
、
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
比
等
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

発
整
備
関
連
農
林
業
対
策
事
業
等

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

災
害
復
旧
費
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
、

9
，
2
0
1
・
3
%と
大

幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
問
年
8
月
の
豪
雨
に
よ
り
災

害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
や
農

林
水
産
施
設
、
文
教
施
設
等
の
復

旧
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
民
一
人
当
た
り

約
制
万
円
使
う

6 

平
成
日
年
3
月
白
日
現
在
の
人

口
は
、
7
，
5
8
6
人
で
、
一
般

会
計
の
歳
出
総
額
幻
億
4
，
4

4

8
万
円
を
割
り
算
し
て
み
る
と
、

住
民
一
人
当
た
り
に

ω万
3
，
6

0
4
万
円
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
方
、
村
民
税
を
同
じ
く
人
口

で
割
っ
た
場
合
、
村
民
一
人
当
た

り
の
納
め
た
税
金
は
、

9
1，

2
3
円
に
な
り
ま
す
。

11意45万円 (2，7%)

5 

9，327万丹

"1，495万丹

6万円
。万円

費

費

費

費

会

工

鵠

備

議

高

労

予

1億6，063万円
7，455万円
5，890万円
3，125万円

2，839万円
0万円

6，956万円
6，445万丹
2，6引万円

487万円
"19"1万円
"154万円

繰越 金

使用料・手数料
諸収 入

財産収入
分担金・負担金

寄付金

地方消費税交付金

地方譲与税
自動車取得税交付金

利子割交付金
交通安全対策特別交付金
特別地方消費税交付金

農林水産費
7億9，470万円

(21.2%) 

H意6，545万円 (4.4%)

2 歳入合計 39億2，426万円37億4，448万円歳出合計3 



4 

土
水
道
事
業
会
計
(
税
掠
き
)

歳
入
決
算
額
は
5
億

2
，
2
0
0
万
円
、
歳

出
決
算
額
は
4
億
9
，

7
7
4
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
収
支
は
2
，

4
2
6
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
費
が

費
用
額
に
お
い
て
前
年

度
比
的
・
2
%
と
減
少

し
ま
し
た
が
、
年
度
末

に
お
い
て
国
保
基
金
か

ら

1
，
3
1
9
万
円
を

取
り
崩
し
、
歳
入
に
繰

入
れ
ま
し
た
の
で
、
経

常
収
支
で
も
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
保
険
税

平
成

m年
度
は
、
7
9
1
万
円
の
純
利
益
で
、

前
年
対
比
偲
・
臼
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
の
主
体
は
、

営
業
収
益
で
総
収

益
の
幻
・
9
%
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
3
m
当
た

り
(
メ
ー
タ
ー
器
使

用
料
を
含
む
)
の
収

入
は
、
1
8
7
円

日
銭
で
前
年
度
の

1
8
7
円
持
銭
よ

り
幻
銭
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

1日1人当たり給水量は

282.a 

国民健康保険特別会計

3，000万円

1，497万円

4，4637J円

1，452万円

(税抜き)

給水の状況

戸、
現乙

企業債償還金

建設改良 費

{賞

は
、
2
億

I，

8
7
5
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
5
・
2
%
の
増

加
で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
3

億

6
，
0
8
1
万
円
で
前
年
比

8
・
8
%
の
減
と
な
り
、
こ
れ
は

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
減
少
し

た
た
め
で
す
。

宇ili

歳
入
決
算
額
は
、

6
億
7
，
4
7
1
万

円
で
前
年
度
と
比
べ

て
9
・
6
%
の
増
加

と
な
り
、
歳
出
決
算

額
で
は
、
6
億
5
，

2
6
7
万
円
で
前
年

比
8
・
3
%
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
の
比
率
の

伸
び
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

被
保
険
者
の
増
加

と、

一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
伸
び
た
た

め
で
す
。

会 計

じ農業集落~Þl~;事業特別会計

て 簡易水道事業特別会計。

[歳入〕

51:意7，245万円

〔歳入〕
11意8，854万円

イ老人保健特別

〔歳出〕
1億8，084万円

〔歳出〕

51:意5，324万円

特殊勤務手当
危険・困難な業務に従事する職員に対 して支給する手当。本年度支給l隊員

16.5% 1人平均年額60，000円 税務職他 4J~位穣

配偶者16，000円・第 1子(配偶者扶養5.500円・配偶者被扶養6，500円・配偶

扶 養 手当 者なし11，000円) ・2人までは5.500円・その他 I人につき2，000円満16歳の

年度初めからi1;CY22歳の年度末まで5.000円加算

交通機関を利用しなければ通勤が悶却なl隊員は、 51.000円までは全額支給。

通勤手当 超える場合は、超過額の 2分の lに51.000円を加算した額。交通用具 (白

動車等)使用者は通勤距離に応じ、 2，000円~32，400円まで26段階

住居3，5001刊 ・住宅を借り受け月額9，500円を超える家賃を支払っている 職

住 居 手当
員は、 20，500円以下は9，500円を控除した額。20.500円以上は20，500円を控除

した額の 2分の 1 (その額が16，000円を超えるとき は16，000円)を11.000円
に加算した額。

時間外手当
正規の時間を超えて勤務した際に支給される手当 (10年度普通会計]隊員支

給総額23，210千円 1人平均年額279，639円

期末勤勉手当
期末 6月期 1.6月分 ・12月期 1.9月分.3月期 0.55月分

勤勉 6月期 0.6月分・ 12月期 0.6月分

.*f特別臓の給与など

ミk JII キ?

!豆 分 採用 2:';1::経過
決定初任給

7、今11Ib、 ~GI・ 額

大学卒 174，200円 188.500円
一殺行政l蹴

高校卒 141.700円 | 151.600円

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

318，300円 38.11歳 305.500円 56.4歳

職
員
給
与
な
ど

村職員の給与などは、人事院と県人事委員会の勧告を墨に、また村特別職の報酬などは、石川地方町村特

別職報酬等審議会の審議に纂づき、村議会の議決を得て条例により支給されています。この村職員と村特別

職の給与や報酬などの状況について、そのあらましをお知らせします。

なお、ここに使用している数値は、平成11年4月1日現在の「地方公務員給与実態諦査j及び「地方公

共団体定員管理調査」をもとにしています。

平
成
日
年
度
の
給
与
予
算
総
額
は
、

5
億
2
，
2
7
5
万
8
千
円
(
給
与

や
手
当
の
内
訳
は
表
1
の
と
お
り
)

と
な
り
、
一
般
行
政
職
の
平
均
給
料

月
額
は
、
表
2
の
と
お
り
訂
万
8
，

3
0
0
円
(
お
・
日
歳
)
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
特
別
職
の
給
料
な
ど
は
表

6
の
と
お
り
で
す
。

大
学
卒
と
高
校
卒
の
初
任
給
は
表

4
の
と
お
り
で
す
。

れ
-Z
由

M==ロ

手

当

主
な
も
の
は
、
表
5
の
と
お
り
で

す
。

JみFと口〉 与 費

給料 職員手当 期末勤勉手当

千|工j 千円 千円 千円

314，591 56，493 151，674 522，758 

村職員

寵還重量

職
員
の
給
料
は
職
務
の
責
任
の
度

合
い
に
応
じ
て
8
つ
の
級
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
級
別
の
職
員
数
や
構
成

比
は
、
表
3
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

標準的
職員数 構成比

職務内容

1級 主事補 3人 4.7% 

2級 王 13人 20.3% 

3級 王 事 5人 7.8% 

4級
主 査

5人 7.8% 
係 長

主 査

5級
イ系 長

19人 29.7% 
主任主査

課長補佐

主任主査

6級
課長補佐

13人 20.3% 
王

五果 長

7級 課 長 4人 6.3% 

8級
総務課長

2人 3.1% 
参 司王

司。:ι臼 村長 758，000円
助役 607，000円

料 収入役 568，000円

幸R 議長 304，000円
副議長 239，000円

酬 議員 223，000円

村長 6月期 1.6月分

期 助役 12月期 1.9月分

末
収入役 3月期 0.55月分

手
議長 6月期 1.6月分

当 副議長 12月期 1.9月分

議員 3月期 0.55月分

塵塞欝

只
U
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平
成
什
年
度
の
村
主
催
の
敬
老
〈
一
五
は
、

9
月
日
日
(
水
)
仁
村
民
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
の
招
待
者
の
数
は
、
花
歳
か
ら
乃
歳
ま
で
の
お
年
寄
り
が
3
2

5
名
、
加
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
2
9
0名
の
合
わ
せ
て
6
1
5名
で
し
た
。

会
場
に
は
、
招
待
者
の
ほ
か
県
議
会
議
員
、
村
議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
行
政

区
長
な
ど
多
数
の
関
係
機
関
か
ら
の
来
賓
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
長
寿
の
お
祝
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

A

フ
年

6
月
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
大
越
サ
タ
さ
ん
へ
の
内
閣
総
理
大
臣

祝
状
と
記
念
ロ
m
の
伝
達
も
行
わ
れ
、
車
田
村
長
か
ら
代
理
で
長
男
の
大
越
一
二
さ

ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会，

長
寿
者
へ
の
記
念
品
を
贈
呈

ω歳
以
上
は
位
名

最
高
齢
は
、

村
の

ω歳
以
上
(
平
成
日
年
9

月
日
日
現
在
)
の
お
年
寄
り
の
人

数
は
、
昨
年
と
同
数
の
必
名
で
す
。

男
女
別
の
内
訳
は
、
男
性
が
9
名

(
昨
年
よ
り
4
名
増
)
、
女
性
が
お

名
(
昨
年
よ
り
4
名
減
)
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

村
で
は
、

mw
歳
以
上
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て
、

9
月
6
日
か
ら
8

日
ま
で
の
3
日
間
、
車
田
村
長
が

各
家
庭
を
ま
わ
っ
て
、
直
接
、
本
人

に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

村
の
最
高
齢
者
は
、
本
年
6
月

平成11年10月広報たまかわ

大
越
サ
タ
さ
ん

に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
大
越
サ
タ

さ
ん
(
南
須
釜
)
で
す
。
サ
タ
さ
ん

は
、
百
歳
の
お
祝
い
に
駆
け
付
け

て
く
れ
た
北
海
道
在
住
の
息
子
さ

ん
が
帰
る
際
に
、
福
島
空
港
ま
で

見
送
り
に
出
ら
れ
た
と
い
う
ほ
ど

元
気
で
す
。
日
常
は
カ
セ
ッ
ト
で

昔
ば
な
し
を
聴
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

二
番
目
の
長
寿
者
は
、

9
月
に

mm
歳
の
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
車
問

カ
ネ
さ
ん
(
小
高
)
で
す
。
カ
ネ
さ

ん
は
自
分
の
身
の
周
り
の
こ
と
は

全
て
自
分
で
や
っ
て
お
り
、
炊
事
も

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
者
に
診
て

も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
無
い
と
い
う
元
気
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
。

男
性
で
村
一
番
の
長
寿
者
は
、

石
森
常
次
郎
さ
ん
(
山
小
屋
)
で
す
。

常
次
郎
さ
ん
は
、
明
治
犯
年
生
ま

れ
で
す
か
ら
、
日
月
(
来
月
)
に
は
、

悦
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。
趣
味
は
、
カ
メ
ラ
で
敬
老
会
に

も
出
席
し
て
、
最
前
列
で
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
踊
り
を
熱
心
に
撮
影

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

楽
し
む

車
田
村
長
が
式
辞
を
述
べ
た
あ

と
、
特
別
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
「
米
寿
』

(∞∞歳
)
に
な
ら
れ
た
方
お
名
と
、

ご
夫
婦
で
初
歳
に
な
ら
れ
た
方
6

組
に
車
問
村
長
か
ら
記
念
の
座
布

団
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
野
県
議
会
議
員
と
高
林
村
議

会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
招

待
者
を
代
表
し
て
佐
久
間
倉
太
さ

ん
(
岩
法
寺
)
が
謝
辞
を
述
べ
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
が
配
ら
れ
る
と
泉
・
須
釜

婦
人
会
各
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し

た
。
真
弓
正
子
さ
ん
(
蒜
生
支
部
)

と
関
根
秋
子
さ
ん
(
四
辻
新
田
支

部
)
の
司
会
で
支
部
ご
と
に
踊
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
生
き
さ
れ
て
い
る
方
に
長
寿

の
秘
け
つ
を
尋
ね
る
と
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
「
好
き
嫌
い
せ
ず
に

何
で
も
食
べ
る
」
「
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な

い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
と

悩
ん
だ
り
し
な
い
、
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
な
い
こ
と
が
長
寿
の
極
意
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ寸来
同寿長平成11年度

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
日
本
航
空
民

謡
研
究
会
(
安
食
英
男
会
長
)
の
皆

さ
ん
に
よ
る
三
味
線
と
民
謡
も
披

露
さ
れ
、
『
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

の
軽
快
で
哀
愁
の
あ
る
音
色
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

6 

日2t航空民謡研究会の皆さんの演奏

百
本
航
空
民
謡
研
究
会
の
皆
き

ん
は
、
海
外
公
演
な
ど
も
行
っ
て

い
る
方
々
で
、
本
村
に
福
島
空
港

が
所
在
し
て
い
る
と
い
う
関
係
か

ら
本
村
の
敬
老
会
に
出
演
し
た
い

と
の
希
望
が
あ
っ
て
出
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

須釜婦人会北須釜麦部の皆さんの踊り

日
赤
の
介
護
者
顕
彰
式

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
前
に
長
年

に
わ
た
っ
て
家
族
の
介
護
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
日
赤
福
島

県
支
部
長
か
ら
の
感
謝
状
の
伝
達

が
車
田
村
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
し
た
。

鈴
木
ミ
チ
さ
ん
(
南
須
釜
)
、
馬

上
シ
チ
さ
ん
(
南
須
釜
)
、
矢
部
コ

ノ
エ
さ
ん
(
川
辺
)
、
上
野
イ
ソ
さ

ん
(
竜
崎
)
、
故
大
和
田
ツ
ル
ヨ
さ

ん
(
川
辺
)

二番目の長寿者で99歳の車田力ネさん

男性で一番の長寿者の石森常次郎さん

中

ω
一
山
小
屋

中

的
一
川
辺

7 
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時健康マ開第百

内
部
門
に

9
5
1
人
が
参
加

8 

県
内
ト
ツ
フ
ラ
ン
ナ
ー
も
出
場

台
風
一
週
の
も
と
、
村
主
催
の
第
一
口
福
島
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、

9
月
お
日
(
日
)
に
福
関
空
港
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
空
港
公
舗
前
者
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
す
る
2
同
か
ら
叩

闘
の
コ

i
ス
内
部
門
に
県
内
舛
か
ら
9
6
1
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
特
別
招
待
選
手
と
し
て
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
中
山

竹
通
選
手
も
参
加
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
前
9
時
か
ら
空
港

公
園
内
広
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ

大
会
長
の
車
田
村
長
が
参
加
者
に

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

高
林
村
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
招
待
選
手
の
中
山
竹

通
選
手
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
県
南
陸
上
競
技
協
会
の
矢
内
雅

太
郎
会
長
か
ら
選
手
の
皆
さ
ん
に

競
技
上
の
注
志
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
王
川
村
チ
:
ム

の
境
田
康
雄
君
(
須
釜
中
3
年
)
が

参
加
選
手
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓

を
行
い
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
標
高
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
往

路
は
下
り
坂
と
な
り
ま
す
が
、
復

路
が
す
べ
て
登
り
と
な
る
こ
と
か

ら
後
半
に
バ
テ
る
選
手
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
日
一
杯
の
緑
と
青
空
の

も
と
、
秋
の
玉
川
路
を
楽
し
く
走

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

最
高
齢
者
は
高
橋
さ
ん
(
山
小
屋
)

北
根
さ
ん
は
、
高
知
市
か
ら
参
加

本
格
的
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い

う
こ
と
で
、
参
加
者
の
中
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ラ
ン
ナ
ー
が
勢
揃
い

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ユ
ニ
ー
ク

な
ラ
ン
ナ
ー
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者

で
す
。
最
も
南
か
ら
の
参
加
者
は

四
国
の
高
知
市
か
ら
参
加
さ
れ
た

北
根
祥
男
さ
ん
(
町
歳
)
で
し
た
。

反
対
に
最
も
北
か
ら
は
、
岩
手
県

雫
石
町
か
ら
参
加
の
遠
藤
富
雄
さ

ん
(
叫
歳
)
で
し
た
。

最
高
齢
者
の
参
加
者
は
、
本
村

山
小
屋
の
高
橋
修
さ
ん
(
泌
歳
)

で、

5
M
を
完
走
し
ま
し
た
。
ま

平成11年10月広報たまかわ

た
、
女
子
で
の
最
高
齢
者
は
、
い

わ
き
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
鈴
木
シ

ズ
エ
さ
ん

(ω
歳
)
で
し
た
。

最
も
年
齢
の
若
い
参
加
者
は
、

小
学
校
2
年
生
以
下
親
子
の
部
に

参
加
し
た
本
村
南
須
釜
の
瀬
谷
友

主
奈
ち
ゃ
ん

(
4
歳
)
で
、
お
母
さ

ん
の
ヒ
ロ
子
さ
ん
と
手
を
つ
な
い

で
2
凶
を
見
事
完
走
し
ま
し
た
。

「
玉
川
」
の
同
名
が
縁
で
交
流
を

し
て
い
る
埼
玉
県
玉
川
村
か
ら

は
、
木
村
仁
さ
ん
(
貯
歳
)
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

県
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
会
長

で
参
議
院
議
員
の
岩
城
光
英
さ
ん

も

m
M男
子
B
必
歳
以
上
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

最年長の高橋修さん女性最年長の鈴木シズエさん

最年少の瀬6友~奈ちゃんと母親のヒ03-さん

遠方参国の北壊さん(高知市・左)と遠藤さん(雫石ffiJ・ち)

m 般男子A1 Okm'~八木浩選手(浅川町)が優勝

エリートランナーが集中する一般男手A101くmの醤勝者は浅111ffi}

の八木沼和夫さん(29歳)が31分46秒の記録で優勝を飾りました。

また、部門優勝者6名の皆さんには、謂患空港に乗り入れをしてい

る航空会社からの提供による就航先に往復チケットや輩出などが贈

呈されました。

各部門優勝者に航空チケットがプレゼント

埼玉県玉川村から参加の木村仁さん(お)参議院議員の岩城光英さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
躍

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
裏
方
と
し
て

競
技
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
3
5
5
名

の
村
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ょ
っ
ば
の
会
」
の
皆

さ
ん
は
、
温
か
い
と
ん
汁
を
作
っ

て
、
走
り
終
え
た
選
手
や
応
援
の

皆
さ
ん
に
振
る
舞
い
、
大
好
評
で

し
た
。

)
は
所
属

小
学
2
年
以
下
親
立
す

@
萩
生
孝
行
、
捷
組
(
下
太
田
R
C
)

小
掌
3
・
4
年生一男フ寸

@
新
保
雅
樹
(
本
宮
小
学
校
)

小
学
3
・
4
年
生
女
一
4
4

@
千
葉
あ
り
沙
(
川
崎
市
立
管
生
小
)

小
学
5
・
6
年生勇一/寸

@
鈴
木
俊
行
(
小
平
小
学
校
)

小
学
6
・
6
年
生
女
フ
ウ

@
松
本
幸
(
二
本
松
市
立
杉
田
小
)

中
学
生
女
吾

@
高
橋
裕
未
(
西
郷
一
中
)

一
般
女
フ
ウ
A
お
歳
以
下

@
石
壕
真
由
美
(
夢
追
い
走
)

一般女一
4
4
8
叩
歳
以
上

@
佐
々
木
美
恵
子
(
鮒
小
針
両
国
堂
)
)

中
掌
生
男
ヱ
J

の
部

@
加
藤
将
士
(
椙
島
駅
伝
須
賀
川
市
)

部門優勝者6名に航空チケットが贈呈

@
室
井
、
水
古
(
那
須
白
樺
ラ
ン
ニ
ン
グ

-
八
木
沼
和
夫
(
ふ
く
し
ま
駅
伝
浅
川
)

(
敬
称
略
)

9 
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救
援
物
資
(
食
料
や
衣
服
)
は
間
に

合
っ
て
い
ま
す
が
、
公
共
施
設
な

ど
の
復
旧
に
ど
の
位
か
か
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

支
援
を
頂
け
る
な
ら
義
援
金
が
復

旧
費
と
し
て
活
用
で
き
る
の
で
有

り
難
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

車
田
村
長
ら
が

お
見
舞
い
に

車
出
村
長
と
高
林
議
長
ら
は
、

鹿
谷
郷
へ
の
お
見
舞
い
の
た
め
日

月
8
日
夜
に
成
田
空
港
を
出
発
し

ま
し
た
。
翌
9
日
に
鹿
谷
郷
を
訪

問
し
て
、
今
回
の
地
震
で
犠
牲
と

な
っ
た
郷
民
の
皆
さ
ん
に
哀
悼
の

意
を
表
す
と
と
も
に
村
か
ら
の
お

見
舞
い
金
と
玉
川
村
内
の
幼
稚
間

平成11年10月広報たまかわ

児
や
小
、
中
学
生
が
み
ん
な
で
折

っ
た
「
千
羽
鶴
」
を
陳
郷
長
に
手

渡
し
、

一
一
刻
も
早
く
元
の
鹿
谷
郷

に
一民
る
よ
う
力
づ
け
ま
し
た
。

車
田
村
長
ら
の
訪
問
に
対
し
て

陳
郷
長
は
「
玉
川
村
の
皆
さ
ん
に

と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
郷

民
が

一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
全
力

を
挙
げ
て
頑
張
り
ま
す
。」と
話
し

ま
し
た
。

車
田
村
長
ら
は
、

帰
村
し
ま
し
た
。

10 
月
10 
日

義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
る

「
鹿
谷
郷
の
復
旧
の
た
め
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
」
と
村
建
設
業
協

力
会
(
岩
谷
忠
一
会
長
)
な
ど
か
ら

村
に
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
村
で
は
会
計
室
で
義
援

金
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
義
援

金
の
ご
協
力
を
さ
れ
る
場
合
は
、

会
計
室
に
備
付
け
の
受
付
簿
に
記

帳
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
泉
支

庖
と
須
釜
支
応
、
須
賀
川
信
金
玉

川
支
庖
で
口
座
で
の
義
援
金
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
窓
口
、
須
釜
支
所

の
窓
口
に
「
義
援
金
箱
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

友
好
都
市

か
鹿
谷
郷
“

を
直
撃

死
者
げ
名
、

負
傷
者

ω名
余
り

本
村
と
国
際
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
る
鹿
谷
郷
の
あ
る
台
湾
南
投

票
を
震
源
と
す
る
台
湾
中
部
大
地
震
は
、

9
月
引
日
の
午
前

1
時
打
引
分

(
巴
本
時
間
午
前

2
時
仰
分
)
に
起
こ
り
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
地
震

と
向
じ
直
下
型
地
震
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
ァ
・

6
と
い
う
大
き
な
地

震
で
、
鹿
谷
郷
で
も
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
て
、
死
者
行
名
と
切
か
ら

印
名
の
負
傷
者
が
で
た
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

加
日
の
余
震
M
6

更

に

4
名
が
死
亡

1階部分が押し潰されてしまった鹿谷郷農奮の建物(左側)

村
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら

鹿
谷
郷
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
じ
ま

し
た
が
、
電
話
が
通
じ
な
い
た
め
、

現
地
の
状
況
が
分
か
ら
ず
イ
ラ
イ

ラ
が
続
き
ま
し
た
。
テ
レ
ピ
や
新

聞
の
報
道
で
は
、
鹿
谷
郷
か
ら
ほ

ど
近
い
台
中
市
の
市
内
の
ピ
ル
が

倒
壊
し
て
い
た
り
、
道
路
や
橋
が
ズ

タ
ズ
タ
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
様
子

が
映
し
出
さ
れ
、
鹿
谷
郷
の
皆
さ

• 
5 

ん
の
安
否
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

村
で
は
、

9
月
U
日
に
村
企
画
財

政
課
の
野
口
庄
嗣
諜
長
と
矢
部
玄

幸
係
長
の

2
名
を
鹿
谷
郷
に
派
遣

し
ま
し
た
。
現
地
を
調
査
し
て
帰

国
し
た
野
口
課
長
は

「台
中
市
内

は
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
ほ

ど
の
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鹿
谷
郷
は
と
て
も
ひ
ど
い
状
態
で

第

6
回
全
国
主
川
サ
ミ
ッ
ト

し
た
。
鹿
谷
郷
の
す
ぐ
隣
町
で
あ

る
集
集
鎮
が
震
源
地
で
、
台
湾
で

は
今
回
の
地
震
を
「
集
集
地
震
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
お
日
に
大
き

な
余
震
が
あ
っ
て
、
鹿
谷
郷
で
も
4

名
の
新
た
な
犠
牲
者
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
谷
郷
農
曾
の
建
物
を

は
じ
め
、
小
・
中
学
校
の
多
く
が
倒

壊
し
ま
し
た
。
建
物
が
倒
壊
し
た

り
、
半
壊
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
余

震
で
の
新
た
な
犠
牲
者
が
で
な
い
よ

う
に
2
ヵ
月
間
は
、
立
ち
入
り
禁
止

の
テ
i
プ
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
に
一
戻
れ
な
い
郷
民
の
皆
さ

ん
は
、
学
校
の
校
庭
な
ど
に
テ
ン

ト
を
張
つ
て
の
生
活
が
続
い
て
お

り
、
今
後
、

2
カ
月
の
テ
ン
ト
生

活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

陳
郷
長
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
、

介
護
保
険
を
テ

i
マ

に
意
見
交
換

愛
媛
県
玉
川
町
で
開
催

第
6
回
全
国
玉
川
サ
ミ
ッ
ト
は

叩
月
5
日
(
火
)
に
愛
媛
県
玉
川
町

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
つ
の
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

首
長
と
議
長
が
出
席
し
て

「
介
護

保
険
制
度
の
取
組
状
況
と
課
題
」

を
メ
イ
ン
テ
l
マ
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
の
現
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
村
か
ら
は
、
車
田
村
長
と
高

林
議
長
が
出
席
し
て
、
本
村
に
お

け
る
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
向

け
て
の
体
制
づ
く
り
や
具
体
的
な

整
備
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

各
町
村
か
ら
取
組
状
況
が
話
さ
れ

た
あ
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
各

首
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
昨
年
の
サ
ミ
ッ

ト
で
提
案
さ
れ
て
い
た
3
町
村
の

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

車
田
村
長
は
、
今
回
の
台
湾
中

部
地
震
に
お
け
る
本
村
と
の
国
際

友
好
都
市
「
鹿
谷
郷
」
の
状
況
な
ど

の
事
例
を
含
め
た
内
容
で
意
見
発

表
を
行
い
、
大
規
模
災
害
時
で
の

相
互
応
援
の
必
要
性
に
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

当
協
定
は
、
全
町
村
と
も
異
議

な
く
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

1 1 
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「
介
護
保
険
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

ー
平
成
沼
年
4
月
か
5
ス
タ
ー
ト
l

広報たまかわ

来
年
の
4
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
、
山
川
月
か
ら
、
申
請
・
認
定
業
務
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
「
要
介
護
(
+
支
援
)
認
定
」
を
受
け
た
万
が
サ
i
ビ
ス
を
受
け
る
ま

で
、
ど
の
様
な
過
程
に
な
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

事業者に叡頼する場合の

費用は、全額保積から給

付されますc

尚、この事業蓄について

は認定された方に、設i暑
から、お知らせします

状態の把握

ま解し利
す決、問
。す抱苦言

べえ~
きて人
課いや
題る家
を間族
分題に
析点窃
しや接

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

(
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
)

介護室撮専門員とは
利用者等力、らの棺談に応

じて利偶者の希望やl白書

の状態等にあった適切な

サービスが利用できるよ

う、村、サービス事業者

施設等との連絡調整を行

う、福祉の専門家です

A
匂

暗
闇
刊
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
巴
襟
や
サ
|
ピ

一
一
川
淵
ス
の
種
類
内
容
利
用
料
な
ど

、
と
引
を
決
め
ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員
一
・

一
ラ
が
中
山
U

と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
担

射
力
当
者
や
利
用
者
本
人
、
家
族
等
弁
」

市
け
話
し
合
い
、
決
め
て
い
き
ま
す

o

A
m
w
 

者
意
計
画
の
内
容
を
説
明
し
、

計
画
が
利
用
者
の
希
望
に

用
問

H
4
3
合
っ
て
い
る
か
を
確
認
し

手
G
ま
す

••• 

平成11年10月広報たまかわ
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A 

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

要介護3のサービス利用例
施設への通所サービスに重点をおいた場合(涌

火|水|木|金

(
ケ
ア
プ
ラ
ン
)

訪問介護

(巡回型)

訪問介護 i訪民主介議

(巡回型) I (巡窃裂)

訪筒介護

(巡回裂)

訪問介怒

(巡回型)

訪問介護

(巡回主主)

訪問介護

(巡@]ilM)

午
後

企 V 特別養護老人ホーム{さぎそうjより

の
具
体
例

車イス，特殊寝台町マットレス

短期入所 6か月1<::3;畷

4高税局異貸与

前
月
号
の
第
2
回
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
記
事
中
、
小
林
菜
摘
ち

ゃ
ん
の
召
さ
が
「
奈
」
に
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
の

う
え
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

小林菜簡ちゃん
(竜崎・和寿)

高

齢

者

交
通
安
全

村
長
・
安
協
会
長
・
警
察
署
長
の
王
者
よ
り
委
嘱

指
導
隊
に
委
嘱
状

高
齢
者
の
交
通
事

故
が
増
加
し
て
お
り
、

交
通
事
故
防
止
が
重

要
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す。
9
月
9
日
に
役
場

北
庁
舎
で
高
齢
者
交

通
安
全
指
導
隊
の
委

嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
c

指
導
隊

任
期
満
了
に
よ
り

小
針
村
助
役
が
退
任

花束を手に職員に見送られるIJ\~十回投

小
針
康
敬
村
助
役

は、

9
月
初
自
に
任

期
満
了
で
退
任
と
な

り
ま
し
た
。

小
針
助
役
は
、
平

成
7
年
日
月

1
日
に

村
税
務
課
長
か
ら
助

役
に
就
任
し
、
豊
か
な

行
政
経
験
で
村
長
を

檎
佐
し
て
き
ま
し
た
。

9
月
初
日
に
村
長

で
退
任
式
が
行
わ

は
、
今
後
高
齢
者
へ
の
安
全
指
導

を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指
導
隊
に

委
嘱
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り

で

す

。

(

致

柿

略

)

車
田
悦
夫
、
小
原
良
雄
、
石
井

清
勝
、
須
藤
ゆ
き
子
、
小
山
田
恵

子
、
一
一
一
輪
光
江
、
関
根
ミ
エ
子
、
金

津
リ
マ
子
、
塩
田
ゆ
か
り
、
須
釜
勝

則
、
熊
谷
保
勝

れ
、
車
田
村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ね
ぎ
ら
い
の
こ
と
ば
の
あ
と
、

「
職
員
、
助
役
と
し
て
長
い
問
、
お

世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
村
発
展

の
た
め
皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
」
と
退
任
の
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
、
職
員
に
見
送
ら

れ
庁
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

矢
吹
さ
ん
が
再
任

村
教
育
委
員
に
矢
吹
貞
幸
氏

(
日
歳
・
北
須
釜
)
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
矢
吹
委
員
は
、
二
期
日

で
あ
り
日
月
4
自
か
ら
4
年
間
が

新
任
期
と
な
り
ま
す
。

13 
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地
域
に
響
け
交
通
安
全

せ
q
h
Q子
交
さ
茂

g
y
ノ

l
ド

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
、
村
内
の
各
小充気いっぱし¥!'¥レードする四辻分校の見童

うつくしま未来簿支援チャリテイコンペ

コンペ寄金を村に寄付

動費団
が云賞
評力電

{面受
令書~
軍司

平成11fj: 10月

住
友
生
命
財
団
が
健
康
増
進

に
励
ん
で
い
る
全
国
の
団
体
を
対

象
に
表
彰
し
て
い
る
第
日
出
ス
ミ

セ
イ
健
康
財
出
賞
が
本
村
の
玉

川
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
(
佐
藤
ハ
ル

イ
会
長
)
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
住
文
生
命
福
島

支
社
(
郡
山
市
)
で
行
わ
れ
、
佐

藤
清
支
社
長
か
ら
賞
状
と
記
念

品
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

1
台
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
同
賞
に
は
、
福

島
県
か
ら
玉
川
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

会
の
ほ
か

2
団
体
が
受
賞
し
ま

し
た
。
佐
藤
会
長
は
「
永
年
や

っ
て
来
て
、
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
け
る
こ
と
は
と
て
も
励

み
に
な
り
、
会
員
一
同
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
記
念
品
の
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
も
以
前
か
ら
踊
り
を
習

う
時
な
ど
に
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
と
て
も
有
り
難
い

で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広報たまかわ

消賠団幹部チーム対話土会チームの試合

第26田村役職員ソフト

教育チームが優勝

猛打で他を圧倒

村役職員の親躍を図ることを目的とした

第26四五}II村役職員ソフトポール大会は、

村民クラウンドを会場に行われました。

8チームが出場し、トーナメント戦で行

われ、晴天のもとハッスjしプレーや珍ブレ

ーが続出して楽しいひとときとなりまし

た。熱戦の結果、猛打爆発の教蕎チームが

優勝を飾りました。

成績は、次のとおりでした。

(優勝)教甫チーム

(準優勝)役場三役課長チーム

(3 笹)消防団幹部チーム

体育指導員チーム

須翼川市の福島空港刀ントリークラブの征藤智之

麦配人が村役場を訪れて同クラブで行われた第1回

うつくしま未来博チャリテイコンペの寄金の5万円

を村に寄附しました。

島コンペの寄金は、その他にうつくしま未来博覧

に役立ててもらおうと須韻)11市や岩瀬郡内の町特に

も寄附されました。

君
d

場

第
8
凶
全
国
知
的
障
害
者

ス
ポ

i
ツ
大
会
(
ゅ
う
あ
い

ピ
ッ
ク
)
し
ま
ね
大
会
に
、

本
村
の
矢
吹
健
司
君
(
口

歳
・
県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学

校
)
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
、
報
告
の
た
め
役
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
島
根
県
松
江
市

を
会
場
に
際
上
競
技
な
ど
日

穂
の
競
技
が
行
わ
れ
、
矢
吹

君
は
、
陸
上
競
技
の

m
m
、

m
m、
制

m
リ
レ

i
に
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

間

m
日
秒
回
の
記
録
を
持

つ
矢
吹
君
に
車
田
村
長
が

「
梅
い
の
残
ら
な
い
よ
う
全

力
で
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
き

い
」
と
話
し
激
励
金
を
贈
り

ま
し
た
。

学
校
で
交
通
安
全
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
の
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
は
、
午
前
8
時

ω分
に
塩

田
商
Lb前
を
出
発
し
、
諏
訪
屋
旅
館

ま
で
の
柱
復
コ

i
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
秋
の
心
地
よ
い

H
差
し
を
浴
び

な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
一
生
懸
命
に

演
奏
を
し
、
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

ま
た
、
須
釜
小
学
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ

ー
ド
は
同
日
の
午
前
に
、
玉
川
第
一

小
学
校
で
は
、

9
月
お
日
に
そ
れ
ぞ
れ

行
い
、
沿
道
か
ら
の
声
援
の
中
、
堂
々

の
パ
レ
ー
ド
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

14 

別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

催
に
よ
る
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
が

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

石
川
郡
内
や
須
賀
川
市
な
ど

か
ら
日
チ

l
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。子

供
た
ち
の
一
生
懸
命
の

プ
レ
ー
に
保
護
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
声
援
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
の

熱
戦
の
結
果
、
浅
川
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
昨
年
に
続
い

て
2
連
覇
を
達
成
し
、
玉
川

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

B
が
3
位

入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

T 玉 第
iTI JII -
山ラ回

示壬
少タ'
S/_  
3 ニ:(
位杯

• 

た

ま

か

わ

方
言
集

P

多
禽
閑
和
d

を
刊
行

村
郷
土
史
研
究
会
で
編
さ
ん

方言葉{多曹関和jを手にする石井圧八さん

村
郷
土
史
研
究
会
(
石
井

庄
八
会
長
)
は
、
こ
の
ほ
ど

玉
川
村
の
昔
こ
と
ば
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
村
で
使
わ

れ
て
い
る
方
言
を
ま
と
め
た

冊
子
「
多
寓
閑
和
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。

冊
-
ナ
は
、
方
一
一
一
一
口
と
そ
れ
に

対
応
す
る
標
準
語
、
そ
れ
に

方
一
一
一
一
口
の
使
い
方
例
が
載
っ
て
お

り
、
臼
ベ
l
ジ
で
一
冊
一
、

0
0
0
円
で
頒
布
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場

合
は
、
送
料
と
し
て
二
四

O

円
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
込
み
に
つ
い

て
は
、
小
高
字
南
畷
同
郷

土
史
研
究
会
長
石
井
広
八

さ
ん
(
岱
幻
i
3
0
3
5
)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

の
な
ご
む

水
彩
画
と
絵
手
紙
展

水
彩
画
講
鹿

(
5
回
)
と
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
者
ら
に
よ
る
水
彩
困
・
絵
手
紙

展
は
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ
、
絵
手

紙
に
川
崎
名
必
点
、
水
彩
画
に
幻
名
目
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

静
物
や
花
、
身
近
な
景
色
を
の
び
の
び
と

し
た
筆
致
で
描
か
れ
た
作
品
は
、
親
子
、
嫁

姑
で
そ
ろ
っ
て
出
品
し
た
人
た
ち
も
お
り
、

と
て
も
素
朴
で
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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@80 国国H1JfAの健康ごよみ

第13目玉川村長杯コルフコンペを開催
11村長杯ゴルフコンペは、次の要領で行われます。

参加を希望される万は、 10月29日までに村公民館に

お申込みください。

-・石保

時2
 

診
山
!

時

問

一

~

脱
時
練
日
一

節

1
割

打

開

後

能

詰

股

午

機

午
水臼づ『

門
/
』

自10月

22日(宣)

~いずみ鈎稚園運動会より~

什
月
9
日
(
火
)
j
什
月
日
目
(
月
)

「
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

し
た
そ
の
火
」

日
月
9
日
(
火
)
は
、

1
1
9
番

の
日
で
す
。
こ
の
日
か
ら
日
月
日

日
ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
う
え
に

火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
時
期

で
、
つ
い
う
っ
か
り
が
恐
ろ
し
い

火
災
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

村
内
の
火
災
件
数
は
、

9
月
1

日
現
在
で

8
件
で
す
。
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
、

4
件
増
加
し
て

い
ま
す
。

火
災
は
、
ほ
と
ん
ど
が
日
月
か

ら
の
寒
冷
期
と
5
月
ま
で
の
乾
燥

期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
も
う
一

度
、
普
段
の
火
の
取
扱
い
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
c

「
も
し
も
」
、

「
あ
の
時
」
、
「
こ

う
す
れ
ば
」
と
嘆

く
前
に
ま
ず
自
分

で
で
き
る
火
災
予

防
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

辺

個人事業税納期の

第2期は11月30日まで

個人事業税とは、個人で事業を行っている万

に課税される税金です。

個人事業税の納期限は、第 1期が8月31日

(火)、第2期が11月30司(火)となっています。

第2期分の納税は、県中地方振興局県税部か

ら送付される納付書により、最寄りの金融機関

から納期最まで納めてください。

なお、来年度以降、新たに預金口j韮からの振

替納税を希望される万は、県中地方振興局県税

部にご連絡ください。

ー問い合わせ先

諸島県中地方振興関県税部

郡山市麓山 1丁邑 1番 1母

(電話) 024-935-1251(課税内容)

935-1241 (口座振替)

平成11年11月9日(火)雨天決行

午前ア時30分(スタート午前8時)

福患石川力ントリークラブ

東・中・西コース同時スタート

*18ホール・ストローク・プレー

*オール6インチ

*新ぺリア方式

証会 費 3，000円(プレ…費、売目

芯どは各自清欝額います)

マーヴエうス末広

スタート時間30分読まで

に受付を済ませるよう早

めにご来場下さい。

寄付ありがとうございます
j 

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をし

く御礼申し上げます。

~表彰式

睡注意事頂
場島

~期日

画集合時間

ー劇場 所

ー競妓方法

i資

一石保

花
愁
短
歌

29B(金) 3歳児健診・・・・・

午後 1時

踊疹予防接穫・・

午後 1時30分~

すくすくクラブ...• 

午前108寺~

10日(水)風疹予坊接種

午後 1時

11日(木) 機能訓練・・・・・・・・・・

午前108寺 ~

12B(金)股関節脱出横診・・・・

午後 18寺30分~2時

曾
孫
、
ら
ど
親

16 

10月は

高年齢者雇用促進月閣です

わが自は、 21世紀初頭には世界でも例のない

「超高齢社会jを迎え、労働刀人口の5人に 1人が

60歳以上の高年齢者となり、高年齢者が働き手

の主役となる時代になります。

このため、高年齢者の豊富な知識、経験や技能

を湾効に活用し、希望者全員が65歳まで働くご

とができる、 i65蔵現役社会Jの実現にむけて、

事業主の皆様のご協力とご理解をお願い致しま

す。

※高年齢者の雇用捉進のため、各種自白成金をご利

用下さい。

須翼川公共職業安定所

岱 (0248)76-8609 

什
月
7
日
(E)
に
岩
法
寺
山
に
て

4
鯨
れ
!
こ
ぶ
し
の
皇
d

植
樹
祭

佐

藤

知

事

も

来

村

福
島
空
港
の
建
設
に
よ
り
白
樺

山
と
し
て
親
し
ま
れ
た
岩
法
寺
山

の
シ
ン
ボ
ル
「
こ
ぶ
し
の
木
」
が
伐

採
さ
れ
て
し
ま
し
ま
し
た
c

今
回
、
県
の
「
地
域
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
、
は
ば
た

け
幻
夢
飛
行
(
大
八
木
健
治
会
長
)

の
主
催
に
よ
り
こ
ぶ
し
の
木
1
，

o
o
o本
が
植
樹
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
が
、
日
月

7
日

(
日
)
に
岩
法
寺
山
で
行
わ
れ
ま
す
勺

な
お
、
実
施
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て

詳
細
が
決
定
す
る
予
定
で
す
。

(村社会福祉協議会)

J 11 

j箭

友

おー証主おめでとうございます!
(9月届出分)

(9月届出分)

世帯主名

保護者名

仏
し、7J

μ
仔
ド

ヰ
「
斗

文

光

巽

只

良

正

年齢

71 

72 

93 

出生児氏名

鈴木愛

山 i湯花

野友宏

トシヱ

夫

南須釜員野日キヨシ

死亡者氏名

猪原

ポ
殴

北須釜渡

rx 

区

辺

高須釜

北須釜

記

イ〉

州
川
〕

g
T
s

，
 

市
山

ーす
E

，

-甫須釜の巽野日農衛さん

・南須釜の諸原只之さん

・北須釜の渡遺良友さん

今
月
の
納
税

1，798戸 (+8)

7，608人(十 18)

3，859人(+11) 

3，749人(+ア)

村のようす
(11年10月1巴現在)

固

定

資

産

税

霞
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

2
期

第

4
期

叩
月
分

-
四

M
M
畠

V
2

{
納
期
眼
は
叩
月
お
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

会
玉
川
支
部
詠
草
集

村

公

民

館

子
ピ
揃
い
車
を
洗
う
姿
に
み
と
れ
て
立
つ
朝
の
庭

生十

キ
次

台
風
は
噌
}
の
県
内
に
大
暴
れ
予
防
工
学
の
遅
れ
が
目
立
つ

川
田

.保健センター 須

石保:石川自7保健センター

た
め
ら
い
つ
止

物
置
の
バ
イ

会
那
木
き
み

ハ
に
す
す
め
し
絵
の
時
間
圏
見
ら
の
面
の
輝
き
に
会
う

%:-ノ
;t: 

ク
は
A
フ
に
光
り
つ
つ
亡
夫
の
彰
を
偲
ば
せ
て
お
り

小
針
み
ね
子

七
曲
り
の
通

満
天
の
星
の
ひ
か
り
に
身
を
浸

L
噌
}
こ
ろ
も
さ
や
に
迎
う
七
夕

愛
子

.11月

4日(木)

9日(火)

新
聞
ピ
雑
誌

崎

雄
子

勤
路
に
も
咲
く
あ
や
め
暫
し
愛
で
ん
か
傘
さ
し
か
け
寸

生十

を
せ
が
む
病
む
老
父
諌
め
な
が
ら
も
売
忠
に
走
る

吉
田

英
祐

17 
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⑩
 

卓食
ズ
の

一A

口一白

川

ゐ

ヲ

今月のお題は

「青背の魚を見直しましょうj

今月も先月に引き続き「蕎背の魚、さばj料理を紹介し

ます。安くて美昧しいさぱを上手に使ってレパートリー

をふやしましょう。

ー
長
野
県
飯
田
市
|

伏
田
照
美
さ
ん
(
竜
崎
)

日
本
の
中
央
に
位
置
す

る
長
野
県
は
、
南
北
に
長

い
急
峻
な
山
岳
地
帯
を
抱

え
、
日
本
の
ア
ル
プ
ス
に

た
と
え
ら
れ
る
自
然
豊
か
な
県
で

す
。私

の
生
ま
れ
故
郷

『飯
田
市
』

は
、
長
野
県
の
南
部
、
南
ア
ル
プ
ス
の

美
し
い
山
々
を
望
む
下
伊
那
地
方
の

中
心
都
市
で
す
。

飯
田
は
、
城
下
町
で
、
市
内
に
は

当
時
が
偲
ば
れ
る
武
家
屋
敷
の
門
な

ど
が
残
っ
て
お
り
、
落
ち
着
い
た
感
じ

の
す
る
街
で
す
。

昭
和
幻
年
に
大
火
災
に
よ
り
市
街

地
の
8
割
を
焼
失
す
る
と
い
う
大
惨

1人分エネルギー量212Kcal

①さばは、塩、酒を振って10
分おく。

②人参、ねぎは縦千切りに

して、熱湯に人参を入れ

て茄で、ねぎを入れ、ひと

煮立ちしたら、ざるに上

げる。

方的
J

仁
ト

『さばカレー南蛮漬J
一材料(4人分)一

-さば(50g) 4切れ

・塩小さじ1/2
.jg)j大さじ 1

・小麦粉大さじ 1

・力レー粉小さじ2

・人参、ねぎ各40g
・油揚げ適国

事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
の

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
中
学
生

の
提
案
に
よ
り
市
内
中
央
の
大
通

り
に
リ
ン
ゴ
の
木
が
側

m
に
わ
た
っ

て
植
え
ら
れ
て
お
り
、
今
で
は
名

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
リ
ン
ゴ
は
、

市
の
名
産
で
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど

今
が
旬
の
時
期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
市
内
は
、
観
光
農
園
も
あ

り
、
リ
ン
ゴ
狩
り
の
観
光
客
で
賑
わ

い
を
見
せ
ま
す
。

天
竜
川
の
名
勝
地
「
天
竜
峡
」

は
、
奇
妙
な
形
を
し
た
岩
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
美
し

い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
「
天

竜
ラ
イ
ン
下
り
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
急
流
の
舟
下
り
」
も
あ
り
、
年

間
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
舟

下
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

③力レー粉、小麦粉を混ぜ

て、さばにまぶし、 170.C

の油で力ラッと揚げる。

苔大さじ4
小さじ 1

大さじ2

「・酢、酒
A ・砂糖

」・醤油

④Aを合わせてよく混ぜ、

②の野菜を入れ、揚げた

てのさばを入れ、漬け込

む。

⑤野菜とともに血に盛り付

ける。

巌駿麗議髪襲撃襲撃

~ピーマン、力、ぶ、もやしな

ど加えると、一面で野菜も

たくさんとれるメニューに

早変わり。

心に残る
我がふるさと

『二つの故郷J

茨城県石岡市

関 トミヨさん(吉出身)

私
の
住
ん
で
い
る
石
岡
市
は
、

人
口
約
5
万
人
の
歴
史
の
残
る
街

で
す
。
古
く
は
、
常
陸
の
国
の
中

心
で
国
府
が
霞
か
れ
、
国
指
定
の

史
跡
が
多
く
、
大
変
栄
え
た
街
で

し
た
。
茨
城
県
の
中
心
よ
り
南
に

位
置
し
、
市
内
か
ら
は
筑
波
山
が

見
え
、
南
東
に
は
日
本
で
二
番
目

に
大
き
い
湖
の
霞
ヶ
浦
も
あ
り
、

休
日
に
な
る
と
釣
り
好
き
の
人
達

が
大
勢
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

石
岡
へ
移
り
住
ん
で
最
初
に
感

動
し
た
事
は
、
毎
年
9
月
に
行
わ

れ
る
関
東
三
大
祭
り
で
あ
る
、
総

社
神
宮
大
祭
で
し
た
。
山
車
や
獅

子
が
約

ω台
、
市
内
を

3
日
間
ね

り
歩
く
も
の
で
、
そ
の
賑
や
か
さ

に
は
、
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
必
年
、
玉
川
村
か
ら
父
を

呼
び
同
居
し
ま
し
た
が
、
今
は
亡

き
父
も
お
祭
り
や
釣
り
が
大
好
き

で
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
霞
ヶ
浦

や
恋
瀬
川
に
出
掛
け
、
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

父
の
お
墓
は
、
玉
川
村
に
あ
り
ま

す
の
で
、
時
々
帰
り
ま
す
が
、
補

島
空
港
の
開
港
に
伴
い
、
様
変
わ

り
し
て
ゆ
く
村
に
発
展
し
て
ゆ
く

喜
び
と
は
裏
腹
に
、
淋
し
さ
を
感

じ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
送
っ
て
頂
い
て
い
る

広
報
紙
を
見
る
度
、
現
状
が
良
く

分
か
り
、
不
安
を
取
り
除
い
て
く

れ
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た

東
京
玉
川
会
で
も
、
改
め
て
村
の
良

さ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
遠
の
暖
か
さ

に
触
れ
、
改
め
て
玉
川
村
に
生
ま
れ

た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
二
つ
の
故
郷
を
持

っ
た
事
を
心
に
深
く
刻
み
、
毎
日

を
楽
し
く
生
き
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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